ユーザーズマニュアル　　　　　　　　　　作成者　福島彬仁
これは前期のゼミで取り扱った論文『A theory of real wage growth in LDCs』(Mukesh Eswaran and Ashok Kotwel,1993)において扱われた途上国における農業生産性向上の重要性を示したモデルについてエクセルを利用して分析するためのマニュアルです。
1、 設定
・穀物（[image: image2.png]


）と繊維（[image: image4.png]


）の二つの産業が存在する閉鎖経済
・生産要素は土地（[image: image6.png]


）と労働者（[image: image8.png]


）で人口＝労働者数、土地はすべて穀物産業に投入される
・労働者（[image: image10.png]


）は土地を持つ労働者（[image: image12.png]


）と土地を持たない労働者（[image: image14.png]


）に分けられる
・労働者は所得に応じてまず穀物飽和量（
[image: image15.wmf]G

）の穀物を需要したのち残りの所得で繊維を需要
・穀物の価格を１とする
生産関数
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個人の財需要
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各財への需要
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価格
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要素価格
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(8a)より
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　　　　　　(9)
(8b)と(9)より
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また、生産要素の均衡は
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(11a)と(9)より
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　　　　　(12)
ここで土地を持たない労働者が穀物に飽和しておらず繊維を需要するのは土地を持つ労働者のみであるとすると(5b)と(4b)より
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また(3b)と(10)より
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これと(6)より
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これを(12)に代入すると
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　　　(12)’
これは労働市場の均衡をあらわしている

左辺の第一項は穀物産業の労働需要、第二項は繊維産業の労働需要をあらわしている

ここで(12)’の右辺を左辺に移項し、左辺を
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は労働市場における超過需要をあらわし
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が労働市場の均衡条件である

2、 エクセルの使い方

ここではエクセルのソルバーアドインを利用して各パラメータを変化させた時の数値の変化を観察できるよう添付のエクセルの使い方を説明します。
1 まずエクセルのソルバーアドインを使えるようにしてください。ＸＰ以前のエクセルはちょっとうろ覚えですが確かツール→アドイン→・・・から設定できたと思います。
1. (Microsoft Office ボタン) をクリックし、[Excel のオプション] をクリックします。 

2. [アドイン] をクリックし、[管理] ボックスの一覧の [Excel アドイン] をクリックします。 

3. [検索] をクリックします。 

4. [有効なアドイン] ボックスの一覧の [ソルバー アドイン] チェック ボックスをオンにし、[OK] をクリックします。 

ヒント    [有効なアドイン] ボックスの一覧に [ソルバー アドイン] が表示されない場合は、[参照] をクリックしてアドイン ファイルを見つけます。

ソルバー アドインが現在コンピュータにインストールされていないというメッセージが表示されたら、[はい] をクリックしてインストールします。

5. ソルバー アドインを読み込むと、[データ] タブの [分析] で [ソルバー] コマンドを利用できるようになります。

2 次にＥ２～Ｅ９のセルにパラメータの数値を設定し入れてください。初めから入っている数値は僕が適当に設定したものです。

3 次にソルバーを起動し目的セルにＥ１３を、変化させるセルにＥ１１を、目的セルの目標値をイコール０に設定し実行します。
4 労働市場の均衡条件から賃金の値が決定されそのほかの数値もＥ１５以下のセルに導き出されます。

5 パラメータを変化させ比較したい場合はＧ列にパラメータを入力して同じようにソルバーで賃金を導き出してください。
以上です
_1358800936.unknown

_1358800940.unknown

_1358800944.unknown

_1358802372.unknown

_1358803931.unknown

_1358804042.unknown

_1358804093.unknown

_1358802709.unknown

_1358801484.unknown

_1358802176.unknown

_1358800945.unknown

_1358800942.unknown

_1358800943.unknown

_1358800941.unknown

_1358800938.unknown

_1358800939.unknown

_1358800937.unknown

_1358800932.unknown

_1358800934.unknown

_1358800935.unknown

_1358800933.unknown

_1358800930.unknown

_1358800931.unknown

_1358800929.unknown

